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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 ナルコレプシー患者は血清学的にHLA－DR2，

DQw1とタイプされることが明らかにされているが，

これらDR2， DQw1に相関しているHLA－D特異性を

日本人ナルコレプシー患者で明らかにすることを目的

とした，

 方法

 ナルコレプシー患者のリンパ球を反応細胞とし，

HLA・Dホモ接合細胞（homozygous typing cell：

HTC）を刺激細胞としてリンパ球混合培養を行った．

すなわち各々の細胞を10％AB血清添加RPMI 1640

に5×エ0δ個／mlで浮置し刺激細胞には30Gyの放射線

照射を加えた．さらにこの0．．1mlずつをtriplicateに

て6日間培i養した後反応細胞の3H－TdRの取り込みの

程度をCPM（count per minute）で判定した．得られ

たCPMは75パーセンタイルニ重標準化法に準じた方

法によって陽性，陰性を判定した．

 結果

 検討したナルコレプシー患者33名は全員HLA－

DR2， DQw1を有しており，このうちHLA－D特異性を

同定しえたのは30名であった．これら30名の患者より

得たりンパ球はHLA－Dw2のHTCを刺激細胞とした

とき増殖反応を示さなかった．すなわち30名全員が

HLA・Dw2とタイプされたことから，これら患者の有

するHLA－DR2， DQw1と相関するHLA－D特異性は

Dw2であることが明らかとなった．

 考察

 正常日本人集団60人を対照としてHLA－Dw2の有無

でカイ2乗検定すると，HLA－Dw2はカイ2乗値67．5，

危険率10－9以下で有意に患者群で高かった．また

HLA－Dw2を有することのナルコレプシー発症の相対

危険率は日本人で511と計算された．HLA抗原系のひ

とつの特徴として多型性の存在があげられ，HLA・

DR2に相関するHLA－D特異性としてはDw2， Dw／2，

Dw21， Dw22が知られている．しかしながら本研究が

明らかにした結＝果は，これら患者のHLA－DR2， DQw1

に相関しているHLA・D特異性が日本人集団で比較的

頻度の低いDw2に偏っていることを示している。一

方，HLA抗原系の人種によりその遺伝子頻度に大ぎ

な偏りが存在していることが知られているが，日本人

以外の人種でもナルコレプシー息者はHLA－Dw2を有

するとされている．したがって，人種の異同にかかわ

らず患者群でHLA－Dw2を認めることからもナルコレ

プシー発症には何らかの遺伝的背景が存在しており，

HLA・D抗原体がこの背景の良い指標になっている可

能性を強く示唆している．

 結論

 ナルコレプシー患者33名のうちHLA－D特異性を明

らかにしえた30名全員がHLA－Dw2とタイプされた．

これを正常日本人集団と比較するとカイ2乗値67．5，

危険率10－9以下で患者群において有意に多く認めた」
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論 文 審 査 の 要 旨

 ナルコレプシー患老は血清学的にHLA・DR2， DQw1とタイプされることが明らかにされているが，本論文

はこのDR2， DQw1と相関しているHLA－D特異性について検討を加え，日本人ナルコレプシー患者では，正

常日本人集団と比較しHLA－Dw2が危険率10－9以下で有意に高いことを明らかにしたもので，学術上優れた研

究である．
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